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図  書  館  

事 業 名 亀岡市立図書館中央館リニューアルコンサルティング業務 
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１ 事業目的 

亀岡市立図書館中央館は昭和５５年の開館以来４０年以上が経過し、この

間に老朽化がすすむとともに、図書増加により閲覧スペースが少なくなり、

市民の利便性をさらに向上させるために、館内の空間の有効活用などの課

題を抱えている。 

このため、１階から３階までの限られた広さの来館者ゾーンを SDGｓに配

慮され、来館者が快適に滞在できるように施設内のレイアウト等の環境改善

を行うことを目的に民間事業者によるコンサルティング業務を委託する。 

 

２ 実施時期 

   事業者選定：令和４年７月１日（公募型プロポーザル方式） 

   契約締結：令和４年８月４日～令和５年３月３１日 

 

３ 事業概要 

１）現状と課題の整理 館内の調査と司書との協議 

   ２）先進事例の調査  

   ３）市民ワークショップの開催 

   ４）コンセプトの策定 

   ５）コンセプト実現のための機能検討 

   ６）機能実現のための機器、備品類の提案 

   ７）レイアウトイメージ・パース作成 

   ８）概算費用の算出 

   ９）基本設計書・実施設計書の提出 

 

４ 成果や課題 

１）先進事例の調査では、立命館大学・京丹波町役場図書室・箕面市立 

 図書館へ先進地視察を行った。 

２）市民アンケートを実施。４７６人の回答を得られた。 

  市民ワークショップの開催。９月２６日図書館３階大会議室約３０人参加 

  コンセプト・レイアウトイメージなど参考となる意見を多く寄せられた。 

３）令和５年度当初予算編成で工事費用を予算要求することができた。 

  ３月市議会に提案。 

４）令和５年度に工事に向けた準備を着実に進めることができた。 

 


